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協働的学習に対する生徒の意識に関する研究
―高校生へのインタビューの結果から―

○熊谷圭二郎（千葉科学大学） 河村茂雄（早稲田大学）

キーワード：高等学校，協働的学習，修正版グラウンデッド・セオリー

問題と目的
現在，高等学校において「主体的・対話的で

深い学び」が求められているが，協働的学習の
ようなアクティブ・ラーニング型授業を受講し
た高校生がどのように感じ，どのようなプロセ
スを経るのかといった研究については少ない。
特に進学を重視した高等学校（以下，進学校）
では知識の習得を重視するため，講義型授業が
多く，他者と協働しながら授業を進めていくよ
うな経験が少ないと考えられる。そこで本研究
では，進学校において知識の習得と汎用的能力
の育成をねらいとした協働的学習を行った生
徒に対してインタビュー調査を行い，協働的学
習に対してどのように感じ，どのようなプロセ
スを経るのかを検討することを目的とする。

研究方法
高校生の協働的学習に対する意識を広く収

集するために 半構造化面接を用いた質的研究
法を採用し 分析方法として修正版グラウンデ
ッド・セオリー・アプローチ（木下， を
用いることにした。研究対象者は協働的学習を
行った進学校の 年生 名（男子 名，女子

名）。研究対象校の学校長に文書と口頭で研
究の趣旨を説明し，研究実施の許可をもらい，
対象生徒に対しては，協力者の募集及びインタ
ビューの実施の際に，研究目的や個人情報の保
護，参加の任意性など紙面，口頭で知らせ，協
力を承諾し，署名をした生徒に対してインタビ
ュー調査を実施した。

結果と考察
分析の結果，「協働的学習のプロセス」の構

造として の概念， つのカテゴリー， つの
コア・カテゴリーを抽出した（ ）。

協働的学習の実施により，生徒は《形式的な
協働的学習（効果）》と《形式的な協働的学習
（課題）》の両方を感じる。前者の《形式的な
協働的学習（効果）》は【協働的学習への能動
的な取組】であり，それを強く感じた生徒は協
働して学習を進めることに対して肯定的な意
識を持ち，互恵的な相互作用がさらに促進され，
深い学びへとつながる《実質的な協働的学習》
を行う。しかし，そこでのメンバの変更や学習
意欲の低下によって，生徒同士の互恵的な相互
作用がうまく機能しなくなった場合，協働的学
習は実質的なものから形式的なものへと変わ
る可能性がある。その際，生徒の学習観，人間
関係などが大きな影響を与えることが分かっ
た。また，後者の《形式的な協働的学習（課題）》
は【協働的学習への戸惑い・抵抗感】であり，
それを強く感じた生徒は，協働的学習を行う意

義が感じられず，グループでの学習においても
《個人学習志向》で学習を進める。あるいは学
習に対して意欲を持てない生徒などは《他者依
存・交流志向》になり，学習課題への取り組み
を他者に任せたり，学習課題とは関係のないこ
とがらをグループメンバーと話しはじめる。そ
して協働的学習への意義や効果を感じられな
い生徒は，これまで進めていた講義型の授業を
強く望む【講義型授業志向】を意識するように
なることが明らかになった。
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スマートフォン依存傾向と思考抑制の関係

山本晃輔（大阪産業大学）

キーワード：スマートフォン，思考抑制，マインドワンダリング

目 的

児童・生徒の講義中の集中力や注意についての研究

の重要性はかねてから主張されてきた。近年では，現

在取り組んでいる課題とは無関係な思考や，感覚など

の内的情報に注意がうつる現象であるマインドワンダ

リング や思考抑制に注

目した研究が複数行われている 服部・池田

。大学生における講義中のスマートフォンの利用

については，ポジティブとネガティブの両面からさま

ざまな議論があるが，スマートフォン依存の場合には

当然ながら講義に集中できず，適切な利用が困難であ

ると考えられる。そこで本研究では，スマートフォン

依存傾向と思考抑制との関係について検討する。

研究

参加者 大学生 名（男性： 名 女性： 名），平

均年齢は 歳 ＝ であった。

調査用紙 授業中のスマートフォンの使用状況等につ

いては回答させたのち，戸田・西尾・竹下 によ

るスマートフォン依存尺度

），梶村・野村 ）による

自発的思考傾向尺度日本語版

），同じく梶村・野村 ）によるマイン

ド ワ ン ダ リ ン グ 傾 向 尺 度

）への回答を求めた。

結果と考察

学生の講義中のスマートフォン使用時間は平均

分 であった。講義中のスマートフォン

使用きっかけに関する自由記述内容を分類した結果，

①ひまだったため，② やメッセージの通知がきた

ため，③講義に興味がなかったため，④わからないこ

とを調べるため，⑤集中力が切れたための カテゴリ

が得られた。実際の操作内容については，① ，メ

ール，メッセージなど連絡系アプリ，② ，

など投稿系アプリ，③ ， ，辞書

など検索系アプリ，④ゲーム系アプリの カテゴリが

得られた。回答したスマートフォンの使用目的におけ

る講義への関連度は 段階評定で であ

り，関連度はやや低いことがわかった。各尺度間の相

関分析を行った結果， 合計値と 合計値に有

意な正の相関関係 がみられ，スマート

フォン依存傾向が高くなるほど，自発的思考が高くな

る可能性が示唆された。

研究

参加者 大学生 名（男性： 名 女性： 名）であ

った。

調査用紙 研究 で使用した ， に加えて，調

査対象である大学生に焦点を絞った大学生版スマート

フォン依存傾向尺度

（松島ら， ）を使用した。この尺度には

にはないスマートフォンを使用できない場合の不安や

禁断状態に関連する項目が加えられている。また，意

図に反する望まない思考（侵入思考）の抑制・制御に

おける知覚の程度を測定することができる小林ら

による

（ ）の日本語版を使用した。

手続き 調査実施後に個別実験を行った。約 分の動

画を 本視聴し，視聴後にこの動画に興味があるかど

うかを回答するよう説明された。動画視聴中，動画に

興味がないと感じれば無理に視聴する必要はないこと，

普段の授業のように視聴してほしいこと，動画の内容

に関係なく自由にスマートフォンを使用して構わない

こと，実験中はスマートフォンを机の上に置くよう指

示をした。動画視聴中，実験者はマジックミラーによ

って仕切られた別室に移動し，参加者がスマートフォ

ンを触るまでの時間を計測した。そして，参加者がス

マートフォンに触り，約 秒操作したことを確認して

から，その時のスマートフォンの使用状況について用

意された記録用紙の内容に回答を求めた。

結果と考察

動画視聴中に，スマートフォンを使用した学生は

名であった。最も多かった使用理由は，「 やメッ

セージの通知がきたため」であった。使用の有無を独

立変数として，各尺度得点を比較した結果，使用群は

未使用群に比較して における「携帯利用できない

ことへの不安」が高かった 。また尺度間の相関

分析を行った結果， と 各因子間に有意な負の

相関が確認された。このことは，スマートフォン依存

傾向が高いほど，侵入思考の抑制・制御が難しいこと

を示唆している。今後はスマートフォン依存傾向の高

い学生への適切な指導方法を検討する必要がある。

付 記

本研究は， 年度に大阪産業大学人間環境学部に

提出された河野志織氏の卒業論文のデータをもとに，

本人に了承のうえ，著者が加筆修正を行ったものであ

る。
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